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１ プロポーザルの目的 

本業務は、竣工から 30年以上が経過し老朽化が進んでいる ZOZOマリンスタジアム（千葉マリ

ンスタジアム）の今後のあり方（新スタジアムの建設または現スタジアムの改修）について一定

の方向性を示すための基礎資料として、まちづくりの観点から、施設の多目的化・複合施設化や

事業採算性、官民連携手法等について調査検討するものであり、様々なデータ収集や多様かつ高

度な分析、関係者等へのヒアリング等を効果的に行うための企画提案等が必要であることから、

豊富な経験、高い専門知識を有する事業者を選定するものである。 

 

２ 業務の概要 

（１） 委 託 名    ZOZOマリンスタジアム（千葉マリンスタジアム）のあり方検討基礎 

調査業務委託 

（２） 業 務 内 容    別紙仕様書（案）のとおり 

（３） 委 託 期 間    契約締結日の翌日から令和５年３月２０日（月）まで 

（４） 委託限度額        ２９，４０３，０００円（消費税含む）を上限とする。 

（５） 支 払 条 件        完了払い 

（６） 業務担当課    千葉市都市局都市政策課 

 

３ 契約締結までのスケジュール 

本業務委託の契約締結までのスケジュールは、次のとおりとする。 

日付（令和４年） 内容 

4月 18日（月） ・プロポーザル公告（ホームページ掲載） 

・業務委託仕様書等の配布及び企画提案参加申込受付開始 

・企画提案参加申込に関する質問の受付開始 

4月 21日（木） ・企画提案参加申込に関する質問の受付締切 

4月 25日（月） ・企画提案参加申込に関する質問に対する回答期限 

4月 26日（火） ・企画提案参加申込受付終了 

4月 28日（木） ・参加資格確認結果の通知（発送期限） 

・プレゼンテーション予定日通知（時間の詳細は別途調整） 

・企画提案書受付開始 

5月 9日（月） ・提案書に関する質問の受付締切 

5月 11日（水） ・提案書に関する質問に対する回答期限 

5月 16日（月） ・企画提案書提出期限 

5月 24日（火） ・書類審査結果の通知（発送期限）※書類審査を実施した場合 

5月 26日（木） ・プレゼンテーション 

5月 27日（金） ・プレゼンテーション（予備日） 

5月 30日（月） ・優先交渉者の決定及び通知書の発送（発送期限） 

6月上旬 ・優先交渉者との委託契約内容に係る打合せ 

6月中旬 ・業務委託契約締結予定 
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４ 企画提案の参加要件に関する事項 

企画提案に参加を希望する者は、以下のすべての要件を満たしている単体企業とする。なお、 

協力企業を使用することは可能とする。 

（１）過去１０年以内に同種業務の実績を２件以上有する（*1）者。 

（２）地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者で、次のいずれにも該当しない

者であること。 

ア 手形交換所による取引停止処分を受けてから２年間を経過しない者 

イ 当該業務の企画提案書の提出期限の日前６か月以内に不渡手形又は不渡小切手を出した

者 

ウ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の更生手続開始の申立てをした者で同法に基

づく裁判所による更生手続開始決定がなされていない者 

エ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の再生手続開始の申立てをした者で同法に基

づく裁判所による再生計画認可決定がなされていない者 

オ 千葉市内に本店又は営業所等を有する者にあっては、千葉市税（延滞金を含む）を完納

していない者 

カ 千葉市内に本店又は営業所等を有する者で、個人住民税の特別徴収を行うべき者にあっ

ては、個人住民税の特別徴収を行っていない者 

キ 千葉市物品等入札参加資格者指名停止措置要領（昭和６０年８月１日施行）及び千葉市

建設工事請負業者等指名停止措置要領(昭和６０年８月１日施行)に基づく指名停止措置

等を、当該業務の企画提案書の提出期限の日から審査による業者決定日までの間に受け

ている者 

ク 千葉市内において、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）に違反している者 

ケ 千葉市暴力団排除条例（平成２４年千葉市条例第３６号）第９条に規定する暴力団員等

または暴力団密接関係者 

 

（*1）「過去１０年以内に同種業務の実績を２件以上有する」とは、平成２４年度から令和３年

度の間に完了した業務委託を対象とし、日本国内におけるプロスポーツ興行での利用を想

定したスタジアム・アリーナ等を含む、まちづくりと一体となった施設整備（改修、建替、

新設）に係る基本構想・基本計画策定や官民連携手法の検討に関する業務、若しくはそれ

らに準ずる業務を指す。（なお、履行実績にはアンケート調査や冊子の作成等、本体業務

以外の一部のみを受託した実績は含まない。） 
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５ 企画提案の手続きに関する事項 

（１）参加申込について 

別紙「ZOZOマリンスタジアム（千葉マリンスタジアム）のあり方検討基礎調査業務委託仕

様書（案）」（以下、「仕様書（案）」）の内容を熟読するとともに、本募集要項「６ 企画提案

の内容に関する事項」を踏まえ、必要書類を提出すること。 

ア 提出書類及び提出部数 

様式 内容 部数 留意事項 

第１号 企画提案参加申込書 １部 押印不要 

第２号 誓約書 １部 押印不要 

イ 提出方法 

上記書類を PDF化し、下記の提出期限までに以下の業務担当課電子メールアドレス宛て

に提出すること（提出後にはその旨を電話で連絡し、メール到着を確認すること）。 

ウ 提出期限 

令和４年４月２６日（火）午後５時 

※参加申込者側の事情等による未着等について、千葉市では一切責任を負いません。 

エ 提 出 先 

千葉市都市局都市政策課 施策調整班 

電話番号：０４３－２４５－５２６９ 

メールアドレス：seisaku.UR@city.chiba.lg.jp 

オ 参加資格確認結果の通知 

企画提案参加申込書を提出した者には、令和４年４月２８日（木）までに企画提案参加

資格確認結果通知書を発送する。申込書を提出した者のうち企画提案参加資格を有すると

認めた者に対しては、通知書の発送と合わせて提案書の提出要請を行うとともに、プレゼ

ンテーション予定日を通知するものとする（時間の詳細は後日別途調整する）。 

カ その他 

参加申込後に辞退する場合は、参加辞退申出書（任意様式）を電子メールにて提出する

こと。なお、参加辞退申出書には必要項目（日付、商号又は名称、代表者氏名、辞退理由）

を必ず記載すること。 

 

（２）質問受付・回答について 

①参加申込、②本募集要項及び仕様書（案）の内容 について不明な点がある場合は、以下

の手順により質問書を提出すること。 

ア 提出書類   質問書（様式第３号） 

イ 提出方法   以下の業務担当課電子メールアドレス宛てに提出すること。 

件名は「ZOZOマリンスタジアム（千葉マリンスタジアム）のあり方検討

基礎調査業務委託 質問書 ○○○（会社名）」とし、提出後にはその旨

を電話で連絡すること。 

メールアドレス：seisaku.UR@city.chiba.lg.jp 

 

 

 

mailto:seisaku.UR@city.chiba.lg.jp
mailto:seisaku.UR@city.chiba.lg.jp
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ウ 質問受付・回答期限及び回答方法 

質問内容 質問受付期限 回答期限 回答方法 

参加申込

について 

令和 4 年 4 月 

21日（木） 

午後 5時まで 

令和 4 年 4 月 

25日（月） 

午後 5時まで 

千葉市都市政策課ホームページ（下記

URL）での公表を予定 

https://www.city.chiba.jp/toshi/seisaku/ 

2022marine_stadium.html 

本募集要

項及び仕

様書（案）

の内容に

ついて 

令和 4 年 5 月 

9日（月） 

午後 5時まで 

令和 4 年 5 月 

11日（水） 

午後 5時まで 

企画提案参加資格を有する者全員にメ

ールで回答 

※受付期限を過ぎて提出された質問は受け付けません。また、電話・口頭・FAX等での質問

は一切受け付けません。 

※質問の内容により事業者選定の公平性を保てないと判断した場合には回答しないことが

あります。 

（３）提案書の提出について 

企画提案参加資格を有すると認められた者のうち、提案書を提出する者は、次により提出

すること。なお、企画提案書（任意様式）および様式第５号～第１０号については、記載内

容から参加者の企業名が判別できないようにすること。 

ア 提出書類及び提出部数 

様式 内容 部数 留意事項 

第４号 企画提案書表紙 １部 正本１部（押印不要） 

任意様式 企画提案書 ７部 

正本１部、副本６部 

※表紙を含めＡ４判２０ページ以内に

収めること。 

第５号 企画提案概要書 ７部 正本１部、副本６部 

第６号 工程計画 ７部 正本１部、副本６部 

第７号 業務実施体制 ７部 正本１部、副本６部 

第８号 業務担当者等の経歴等 ７部 正本１部、副本６部 

第９号 同種業務履行実績 ７部 正本１部、副本６部 

第１０号 提案価格内訳書 ７部 正本１部、副本６部 

― 

企画提案書（任意様式）及

び様式第５号から第１０

号の電子データを格納し

たディスク（CD-R もしく

は DVD-R） 

１枚 

以下のソフトウェアのいずれかで閲覧

可能であること。また、テキストデータ

を複写できる形式とすること。 

・Microsoft Word 2019 

・Microsoft Excel 2019 

・Microsoft PowerPoint 2019 

・Adobe Acrobat Reader DC 2019 
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イ 提出方法   持参または郵送                

ウ 提出期限   令和４年５月１６日（月）午後５時（必着） 

※持参による提出の場合は、平日の午前９時から午後５時までの間で受  

け付けます。 

※郵便による提出の場合は、簡易書留又は特定記録にて提出することと

し、提出期限の午後５時必着とします。なお、事故等による未着等に

ついて、千葉市では一切責任を負いません。 

エ 提 出 先   〒２６０－８７２２ 

千葉市中央区千葉港２－１ 千葉中央コミュニティセンター３階 

千葉市都市局都市政策課 施策調整班 
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６ 企画提案の内容に関する事項 

企画提案書およびプレゼンテーションにより審査を実施する。 

（１）企画提案書等について 

Ａ４縦ファイル（左側に２穴）に書類を綴ってください。また、ファイルの表紙及び背表

紙に、「ZOZOマリンスタジアム（千葉マリンスタジアム）のあり方検討基礎調査業務委託 企

画提案書」と明示し、計７部（正本１部、副本６部）あることを確認できるように番号を振

るとともに、様式各号ごとにインデックスをつけてください。なお、様式第４号「企画提案

書表紙」は、正本のみに綴じてください。 

企画提案書等については、提案者名や提案者が推測される表現等が使用されることによっ

て提案の評価に影響を与えることのないよう、企画提案書（任意様式）および様式第５号～

第１０号については、記載内容から参加者の企業名が判別できないようにすること（ファイ

ルの表紙及び背表紙含む）。 

 

ア 企画提案書（任意様式） 

仕様書（案）第１４条に記載の「作業内容」を実施するにあたり、提案者の知見・ノウ

ハウ等を活かし、効果的・効率的な実施方法を企画提案すること。文字の大きさは、１０．

５ポイント以上とし、必要に応じて、文章を補完するために必要な概念図や表、イメージ

図等を使用し、提案内容をわかりやすくまとめ、表紙を含めＡ４判２０ページ以内に収

めること。 

イ 企画提案概要書（様式第５号） 

 評価する内容に沿って提案内容の概要・特にアピールしたい内容について簡潔に記載

すること。なお、本様式は企画提案に対する評価の参考とするため、提案者自身に提案内

容のポイント整理をお願いするものであり、本様式への記載内容は各様式に記載されて

いる内容であることから、本様式は評価の対象としない。 

ウ 工程計画（様式第６号） 

      業務の有機的なつながりや本業務の全体像を踏まえ、業務スケジュールを示すこと。 

なお、仕様書（案）に記載した作業内容の各項目の実施時期を明示するとともに、各々の

業務に必要な日数の整合性を確認できるようにすること。 

エ 業務実施体制（様式第７号） 

 本業務について、総括責任者、実施責任者、業務担当者等の組織体制図（協力企業を活

用した実施体制でも可）を示すとともに、千葉市が定める監督職員からの指示、連絡事項

及び打ち合わせ内容等をこれらの者の間で共有する方法、並びに担当者によって成果物

等の品質に差が生じないようにする管理方法を記述すること。 

オ 業務担当者等の経歴等（様式第８号） 

 本業務を実施する総括責任者、実施責任者、業務担当者等の経歴を記述すること。な

お、経歴については、業務委託の実績の概要（自治体等の名称や当該プロジェクトにおけ

る役割等）を記載すること。 
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カ 同種業務履行実績について（様式第９号） 

過去１０年間以内における「日本国内におけるプロスポーツ興行での利用を想定した

スタジアム・アリーナ等を含む、まちづくりと一体となった施設整備（改修、建替、新設）

に係る基本構想・基本計画策定や官民連携手法の検討に関する業務、若しくはそれらに

準ずる業務」の履行実績（平成 24（2012）年 4月 1日から令和 4（2022）年 3月 31日の

間に履行完了した業務）のうち、代表的な業務を３件まで記載するとともに、本業務委託

へ特に役立つと考えられる有効性を記述すること。また、履行実績の一覧については、以

下の必要項目を必ず記載し、その実績が確認できる書類（契約書の写し、認定書の写し、

TECRIS 登録書など）及び業務内容がわかる資料（仕様書など）を添付すること。なお、

履行実績にはアンケート調査や冊子の作成等、本体業務以外の一部のみを受託した実績

は含まない。 

必要項目：委託名、実施主体（発注者）、契約金額、業務履行期間、委託概要、資格要件

の適合、本業務委託への有効性 

キ 提案価格内訳書（様式第１０号） 

仕様書（案）第１４条に記載の「作業内容」の項目ごとに分類して内訳を記載するとと

もに、仕様書（案）第８条に記載の「成果品」作成に係る経費も含め、総額を記載するこ

と。なお、本業務の目的を達成する上で有意義な独自の提案がある場合は、その経費につ

いては計上しないこと。（「８ 契約手続等」（１）に記載のとおり、優先交渉権者と交渉

し、詳細な委託業務の内容及び契約条件について千葉市と協議・合意したのち、随意契約

により委託業務を締結する。） 

 

（２）プレゼンテーションについて 

業務担当者に直接確認することにより、本業務を確実に実施できるものであるか審査する

ことを目的として、プレゼンテーションを実施する。 

(ア) 実 施 日  令和４年５月２６日（木）予定 ※予備日：５月２７日（金） 

             ※千葉中央コミュニティセンター（千葉市中央区千葉港２－１）にて

実施することとし、詳細は別途電子メールで通知する。 

(イ) 出 席 者  様式第７号（業務実施体制）に記載した総括責任者、実施責任者及び 

業務担当者の計３名まで 

(ウ) 内容・時間  提出した企画提案書のみを使用し、１５分以内で説明すること。 

その後、プレゼンテーションの内容及び審査基準に沿った質疑応答を 

１５分程度実施。（計３０分程度を想定） 

(エ) 備 品 等  使用する備品（ＰＣ）等は、すべて提案者にて用意すること。ただし、 

プロジェクター、スクリーン、HDMIケーブル、レーザーポインター 

および電源は千葉市にて用意する。 

(オ) そ の 他  千葉市情報公開条例第７条第１項第５号の規定に基づき、プレゼン 

テーションは非公開とする。 
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（３）留意事項 

ア 書類提出における留意事項 

用紙は原則として日本工業規格によるＡ４判を用い、１０．５ポイント以上のフォント

を用いること。工程計画（様式第６号）、業務実施体制（様式第７号）及び同種業務履行実

績（様式第９号）についてはＡ３判を用い、１０．５ポイント以上のフォントを用いること。 

 

イ 電子データにおける留意事項 

提出物は以下のソフトウェアのいずれかで閲覧可能であることとする。また、テキスト

データを複写できる形式とすること。 

     ・Microsoft Word 2019                  

・Microsoft Excel 2019 

         ・Microsoft PowerPoint 2019        

・Adobe Acrobat Reader DC 2019 
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７ 選考方法 

（１）審査・選考方法について 

ア 千葉市が設置する選定委員会の委員（計５名）が、提出された企画提案書について、審

査基準に基づく書類選考を実施する。 

イ 委員全員の合計点が６割に満たなかったものは、プレゼンテーション審査の対象としな

い。また、６者以上から企画提案書の提出があった場合は、原則として得点の高かった

５者までをプレゼンテーション審査の対象とする。 

ウ 書類選考の結果については、合否を問わず企画提案書提出全事業者に対し通知する。 

エ 書類選考とプレゼンテーション審査の合計点が最も高い１者を、優先交渉者（受注候補

者）とし、その次に合計点が高かった者を次点者とする。 

オ 企画提案参加者が１者であっても、同様の審査基準に基づく審査を行う。 

カ 最高得点者が２者以上あるときは、発注者が重視する審査項目（企画提案能力）におけ

る得点の高い者を優先交渉者として選考する。「企画提案能力」の点数でも同点の場合

は、「企画提案能力」のうち「スタジアムの現状・課題認識とまちづくりの視点」と

「整備手法の事例・トレンド把握」の点数の合計が高い提案者を優先交渉者として選考

する。その合計でも同点の場合は、くじにより優先交渉者を決定する。 

 

（２）評価テーマ 

『ZOZOマリンスタジアム（千葉マリンスタジアム）のあり方検討の進め方、および検討に

あたり重要となる視点について』 

本業務は、竣工から 30 年以上が経過し老朽化が進んでいる ZOZO マリンスタジアム（千

葉マリンスタジアム）について、幕張新都心地区におけるまちづくりの視点も踏まえたスタ

ジアムのあり方について総合的に検討し、「新スタジアムの建設」または「現スタジアムの

改修」の方向性を明らかにするために基礎調査を行うことを目的としている。 

また、本業務の実施にあたっては、継続使用と建替えの場合の各々の経済性の比較にと

どまらず、スタジアムを含む周辺エリア全体を捉えながら、幕張新都心のまちづくりの中核

を担う交流拠点となるよう、施設の多機能複合化、民間活力の導入、収益性の向上、長期的

な持続可能性など、様々な視点に立った検討が必要であることを踏まえ実施することが必要

である。 

これらのことから、幕張新都心エリアや現スタジアムに関する理解や、国内外のスタジ

アム・アリーナ等の整備に関する知見や業務実績が確認できる提案を行うこと。あわせて、

業務遂行にあたる人員構成や進捗管理等のマネジメント体制に関しても、提案の中で示すこ

と。 
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（３）審査項目について 

企画提案書及びプレゼンテーションを審査し、各審査項目について得点を付与する。満

点は２００点×５名＝１，０００点であり、審査項目及び点数配分は次のとおり。 

審査項目 評価する内容 

配点 

書類審査 

１００点 

プレゼン 

１００点 

基本方針 

（業務理解） 

本業務の目的や条件を的確に理解し、業務の全体像を

明確に描けているか。 

５ ５ 

業務実施

能力 

（工程計画） 

業務スケジュールに関し、工程計画が適確に組まれ、

効率的な事業実施が期待できるか。 

１０ １０ 

（実施体制） 

経験・知識・技術力のある人員が各委託項目へ適切に

配置され、項目毎の連携体制がとられているか（協力

企業を活用した実施体制でも可）。また、業務全体を

統括する指導・監督体制が整備されているか。 

１０ １０ 

（同種業務実績） 

本事業に類する充分かつ多様な実績を有しており、知

識・ノウハウ・経験等を十分に活かすことが期待でき

るか。 

１０ １０ 

企画提案

能力 

（スタジアムの現状・課題認識とまちづくりの視点） 

幕張新都心エリア全体の整備に関するこれまでの経

緯や現状について基本的な理解があるか。 

また、スタジアムの現状や課題をどのように捉え、今

後のスタジアムがどのような役割を果たすべきか明

確な考えを持っており、まちづくりの視点を踏まえて

各種検討を進めることが期待できるか。 

１５ １５ 

（整備手法の事例・トレンド把握） 

スタジアム・アリーナ等の整備手法（官民連携、資金

調達、多目的化・複合施設化、周辺機能、経済的・社

会的効果の創出、検討プロセス、事業期間等）につい

て国内外の事例・トレンドを把握しており、本業務に

おいてその知見を活かして各種検討を進めることが

期待できるか。 

１５ １５ 

（関係者との意見交換の運営支援） 

千葉市が施設関係者・地元企業等との合意形成を目的

として実施する意見交換について、円滑な運営と議論

の活性化に向けた実施方法に関する具体的かつ効果

的な提案がなされているか。 

１０ １０ 
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（ヒアリング） 

大規模スポーツ施設の建設等にノウハウを持つ民間

事業者等へのヒアリングについて、実施対象および実

施方法に関する具体的かつ効果的な提案がなされて

いるか。 

１０ １０ 

（独自提案） 

本業務の目的を達成する上で、有意義な独自の提案が

なされているか。 

５ ５ 

（実施方法） 

業務実施に必要となる調査、分析、検討方法などがイ

メージしやすく示されているか。 

５ - 

（提案書のまとめ方） 

企画提案書のまとめ方が、簡潔でわかりやすいか。 
５ - 

プレゼン

テーショ

ン 

説明は理路整然としており、わかりやすいか。 - ５ 

質疑に対する回答が的確なものとなっているか。 - ５ 

合 計 １００点 １００点 

   ※詳細な配点・係数等については、別紙「ZOZO マリンスタジアム（千葉マリンスタジアム）

のあり方検討基礎調査業務委託 企画提案審査基準」を参照すること。 

 

（４） 審査結果の通知 

審査結果は、千葉市ホームページで公表するとともに、すべての参加者に電子メールで

通知する。なお、審査内容に関する質問や、審査結果に関する異議申立ては受け付けない。 

    なお、審査結果については、千葉市都市政策課ホームページ（下記 URL）での公表を予定。 

https://www.city.chiba.jp/toshi/seisaku/2022marine_stadium.html  
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８ 契約手続等 

（１） 優先交渉権者と交渉し、詳細な委託業務の内容及び契約条件について千葉市と協議・合 

意したのち、随意契約により委託契約を締結するものであり、提案された企画内容をそのま 

ま委託するものではない（協議の結果、業務内容の一部が変更となる場合がある）。業務委 

託仕様書については、提案された企画内容をもとに優先交渉権者と協議の上、作成する。 

（２） 優先交渉権者が辞退した場合及びその他の理由で契約できない時は、次点以下の者と交 

渉を行い、委託契約を締結する。 

（３） 留意事項 

ア 受注者決定後、速やかに契約書を作成することとし、契約にあたっては、契約書を２通

作成し、各自１通を保有する。 

イ 契約保証金として、当該契約金額の１００分の１０以上の額を納めることとする。ただ

し、千葉市契約規則第２９条に該当する場合は、免除とする。 

ウ 業務の一部について、第三者に委託する際は、事前に千葉市の承諾を受けること。 

エ その他、業務遂行上発生した問題については、千葉市と受注者の協議のうえ、対応を決

定することとする。 

  

９ 企画提案の無効に関する事項 

企画提案参加申込者が次のいずれかに該当すると市が判断した場合は、無効または失格とする。 

（１）企画提案の参加要件を満たさない場合 

（２）本募集要項を順守しない場合 

（３）企画提案書等の提出書類の期限を遅延した場合 

（４）企画提案書等の提出書類に虚偽や重要な誤脱があった場合 

（５）企画提案書等の提出書類が仕様書に示された条件に適合しない場合 

（６）提案価格内訳書に記載されている金額が委託限度額を超えた場合 

（７）プレゼンテーションを欠席した場合 

（８）審査の公平性を害する行為があった場合 

（９）その他、企画提案にあたり著しく信義に反する行為があった場合 

 

１０ その他留意事項 

（１）企画提案の参加に必要な費用は、すべて企画提案参加申込者の負担とする。 

（２）書類等の作成に使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨とする。 

（３）提出期限以降の書類の変更、差し替えや加除修正は一切認めない。 

（４）提出された企画提案書等については、審査結果にかかわらず返却しない。 

（５）企画提案書等の著作権は、当該企画提案書等を作成した者に帰属するものとする。ただし、

千葉市は本プロポーザル手続き及びこれに係る事務処理において必要があるときは、提出

された企画提案書等の全部又は一部の複製等をすることができるものとする。 

（６）企画提案書の記述が、著作権など日本国の法令に基づいて保護される第三者の権利の対

象となっているものを使用した結果生じた責任は参加者が負うこととする。 

（７）提出書類や審査結果（不採用となった者の名称、審査結果を含む）は、第三者から公文書

開示請求があった場合、千葉市情報公開条例（平成１２年千葉市条例第５２号）の規定に

基づき、公にすることにより、当該法人または個人の権利、競争上の地位その他正当な利

益を害するおそれがあるものを除き、開示の対象とする。ただし、審査期間中は、同条例
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第７条第１項第５号の規定に基づき、開示の対象としない。 

（８）企画提案に関連し知り得た情報については、千葉市の承諾を得ることなく、第三者に漏ら

してはならない。 

 

１１ 問い合わせ先 

千葉市都市局都市政策課 施策調整班（担当：田中、田邉） 

〒260-8722 千葉市中央区千葉港２－１ 千葉中央コミュニティセンター３階 

電話番号：０４３－２４５－５２６９  FAX：０４３－２４５－５６９３ 

メールアドレス：seisaku.UR@city.chiba.lg.jp 

 

mailto:seisaku.UR@city.chiba.lg.jp

